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平成２７年度第１１回（第２４回） 

３市共同資源物処理施設整備地域連絡協議会  

 

日時：平成２８年１月１７日 ＡＭ９：３０～ 

場所：衛生組合会議室    

出席者：別途(衛生組合作成議事録による) 

 

１．序 

３市共同資源物処理施設及び不燃・粗大ごみ処理施設建設に関して打ち合わせを行った。 

 

２．参考資料 

本日の打ち合わせには以下の資料を使用した。 

  (1) （仮称）３市共同資源物処理施設整備実施計画（案）について 

  (2) （仮称）不燃・粗大ごみ処理施設整備基本計画（案）について  

 

３．議事進行 

3.1 ３市共同資源物処理施設整備実施計画（案）  

3.1.1 市民の理解が得られているのか？（森口、小川） 

(1)中島町の場合燃焼施設建設の際に合意を取った。 

(2)今回の場合合意を取っていないのに、何故建設計画実施に至ったのか？ 

  ・合意書を今後取る事を考えているか？ 

(3)回答（衛生組合） 

・様々な意見があるが、反対の住民に対して継続して説明を行いたい。 

・市民説明会については今後まとめて行きたい。 

・議会についても特段の反対はなかった。 

・合意書については現状に於いては法的環境の変化により合意書を取るつもりは 

ない。 

     → 昭和の時点では補助金を得る上で住民合意が必須であったが今ではその 

必要がない。 

(4)・適地でないと思い、ならば建設すべきではない。（小川） 

  ・環境影響調査のみで建設して良いのか？（森口） 

  ・都市整備局において指導があるはず（継続審議となっている） 

  （住民との理解／合意との整合性について） 

(5)・東京都からは一人でも多くの住民に理解させて欲しいとの要請である。（松本） 

  （平成２７年１１月時点） 

               同意との意味でない 
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(6)内陸部の３市にとってこのような施設建設は必須、建設に関して理解して戴きたい。 

（片山） 

(7) Ｈ２６年度の文章（松本）  

「同意を取れとの内容」とは理解していない。 

［Ｈ２６年と２７年との担当者が変わっている（東京都）］ 

(8)11/28 の都会議（都市計画整備局長）は、付近住民の合意は必要？と言っていた。 

（山崎）（議事録がないので詳細不明） 

(9)(8)項は議事録入手で明らかになると思う。（山本） 

(10)生活環境影響調査が良好であれば次の Step に何故進められるのか？（邑上） 

 

                                             

(11)(10)項の結果に基づいて予測・評価を行い、 

それを設計に反映させて実施に向けて開始する。 

          （要求水準値を決める） 

(12)各調査資料は住民の合意を得る為の参考資料のものですか？（山本） 

・回答：その通りです。（片山） 

 （今回は環境アセスメントレベルでの測定を行っております） 

            必要でないのか 

(13)「合意が必要なのかどうかの確認が可能か」（飯島） 

   の前提が出来るのか。 

(14)行政側としては同意／合意の文書確認の予定はない。（松本） 

(15)東京都が本事業実施に当たってどのようなプロセスを指導したのか？は不明。 

  少なくとも事業実施判断まで言及していない考える。（松本） 

(16)そもそも論審議の継続、これは今の協議会の中で出来ると思う。（邑上） 

(17)基本計画の説明（燃焼／プラ／粗大）をして戴きたい。（山本） 

  必要性と立地、データの提示、場所の設定をして戴きたい。 

(18)費用配分（建設） 

  ３市でどのようになっているのか。⇒要回答 

(19)建設場所の再検討 

  原点に戻り３市で再検討出来ないか？（田中） 

(20)各市の状況により変化するのでこの点は理解して欲しい。（片山） 

(21)集中審議の場所は設置して戴けるのか？（山本） 

  市民と行政側 → この連絡協議会の中ではＯＫ 

  ・現状において他の地域の住民はなかなか集まらないと思う。（片山） 

(22)小平市としては東大和市へプラを持ち込む事の理解は進めさせてもらいたいと 

思います。（小平市）                                

                   

燃焼／粗大／プラゴミ、施設建設計画説明会の開催 

現況調査 

ゴミ施策の基本→理解と可能なら修正 
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・ゴミ量の推測値          要回答 

・プラゴミ建設場所決定推移説明 

 

(23)（案）→ ２月中には決定の方向としたい。（木村） 

   行政側は基本的には操業の線に沿って進めたい。 

   ただし、集中審議／必要書類の提示は行います。 

(24)駐輪、駐車スペースの確保（プラ工場） 

  従業員車使用不可、駐輪スペースは充分確保している。 

 

  アウトラインは３市市長の確認を得て決定。 

            

３市市長組合長会議（２月３日開催） 

           組合会議 → 議員への説明（２月１７日開催） 

 

 

 1/30  1/31   

午前 ４ ３  

午後 ５ ２  

 夜  ２  1  18 時～20 時 

 

・質問事項等は資料に一括まとめて組合側に提示の方向 

（今後） 

 

                     以上 


